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１．序文 
図１に示す GaAs MMIC の SPDT[Single Pole 
Double Throw] SW－NLG1512V を使用した高
Isolation の広帯域 SW の高周波特性の解析方法

と SW ON/OFF性能の最適化について説明する。 
この SW回路は、周波数 100MHz－3GHzの高周
波信号を ON/OFF したり、ATT 回路を組み合わ
せて所定減衰量を与える広帯域減衰器に適用可

能である。 
 
２．Simulation用広帯域 IC SW回の作成 
 
(1) 広帯域回路も形成に必要な分布定数線路の
ﾏｲ ｸﾛ ｽ ﾄ ﾘ ｯ ﾌ ﾟ ﾗ ｲ ﾝ [MSL と呼称、MSL: 
Micro-Strip Line]の設計について簡単に触
れる。SNAPのﾕｰﾃｨﾘﾃｨ機能から「ﾏｲｸﾛｽﾄﾘ
ｯﾌﾟの特性ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ」を呼び出して、図２

のようにﾌﾟﾘﾝﾄ基板のﾊﾟﾗﾒｰﾀを記入すると、

所望の特性ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ Zo を有する MSL の
線路幅等を求めることができる。ここでは、

IC SWや周波数特性補償回路［後述］のﾁｯ
ﾌﾟ部品をMSLに実装するために、MSLの
両側に MSL と同じ幅のｸﾘｱﾗﾝｽを介して、
ﾍﾞﾀ GNDを設けることを考慮して、MSLの特性ｲﾝﾋﾟｰﾀﾞﾝｽ Zoを規定の 50Ωに対して、
約 2－3%程度大きく選んでいる。それは MSL両側の GNDによってMSLの特性ｲﾝﾋﾟ

ｰﾀﾞﾝｽが 2－3%低下す
ることを補償するた

めである。 
(2)ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ回路全体を図
３に示す。IC SWは、２
つの入力ﾎﾟｰﾄ［端子］（P1、
P2）と１つの出力ﾎﾟｰﾄ
(PC)を有し、各ﾎﾟｰﾄに対
して ON（入出力間導通）
／OFF（入出力間遮断）
の２つの S ﾊﾟﾗﾒｰﾀが用意

GaAs MMIC SPDT SWを使用した「広帯域－高ｱｲｿﾚｰｼｮﾝ IC SW回路」
のｽｲｯﾁ特性解析およびｽｲｯﾁ性能最適化 
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